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［補正予算の概要］  緊急経済対策として成立した国の平成21年度第1次補正予算を活用した補正予算です。地域の活性化と
市民の安心安全、子育て、教育環境の充実を目指し、これまで残されてきた地域課題や行政課題に取
り組む内容です。特徴として全体の6割が教育費となっています。財政状況に配慮し、貯金である財政
調整基金の取り崩しは約5,200万円に抑えられています。

地域活性化・経済危機対策
臨時交付金事業
6億8,465万円（51.4％）
■主な事業
　研修会館改修事業 9,600万円
　公民館城東分館耐震補強事業
 8,976万円
　 住吉台高架水槽撤去整備事業（水
道事業特別会計） 3,391万円
　西紀運動公園プール設備改修事業
 2,915万円
　プレミアム付商品券発行事業
 2,355万円
　 ささやま荘の浴室等改修事業（観
光施設事業特別会計） 1,208万円

国庫補助事業の追加
6億2,430万円（46.8％）
■主な事業
　小中学校学校耐震化事業
 4億2,092万円
　携帯電話等エリア整備事業
 6,995万円

緊急雇用創出事業
1,989万円（1.5％）
■主な事業
　企業誘致推進事業　146万円

その他の事業
411万円（0.3％）
■主な事業
　DV被害者定額給付金等給付事業　17万円

安全安心、少子高
齢化、地域活性化
のための事業

行政課題の
前倒し実施

総額13億3,295万円

ただす！！総額13億円の大型補正予算

再生計画との整合性
市政施行後初！ 予算の修正案が提出される！！

修正案をめぐり11人が討論

第68回臨時会報告
条例2件も可決。

　第68回臨時会に2件の条例改正案と一般会計・特
別会計を合わせ総額13億3,295万円の補正予算案
が提案され、各常任委員会にて慎重審議を行いまし
た。本会議では、篠山市議会始まって以来初の修正
予算案が議員より提出され活発な討論を行いました。
結果、すべての原案を可決し閉会しました。
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■ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
対
策
事
業（
感
染
対

策
資
機
材
購
入
）

問
　
今
秋
に
更
な
る
感
染
の

拡
大
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

答
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
応
は
、
市
で
対
応
で
き
る

範
疇
を
超
え
て
お
り
、
県
と

の
情
報
共
有
が
必
要
で
あ

る
。
今
回
は
感
染
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
対
応
し
た
た
め
、
不
十

分
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
秋

ま
で
に
新
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
検
討
中
で
あ
る
。

問
　
感
染
し
た
場
合
の
受
け

入
れ
体
制
に
問
題
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
　
丹
波
地
域
は
４
床
の
み

で
、
県
へ
受
け
入
れ
先
の
拡

大
を
要
望
し
て
い
る
。

■ 

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備

事
業（
川
阪
、
三
熊
地
区

の
携
帯
電
話
鉄
塔
整
備
）

問
　
携
帯
電
話
の
不
感
地
区

の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
集
落
単
位
で
公
民
館
を

基
準
に
し
た
場
合
、
残
る
は
後

川
新
田
原
地
区
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、一部
地
域
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
他
に
も
あ
る
。

■ 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

改
修
事
業（
４
カ
所
の
コ

ミ
セ
ン
改
修
工
事
）

問
　
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
改
修
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
計
画
的
に
改
修
し
て
い

き
た
い
。

■ 

臨
時
雇
用
創
出
事
業（
新

規
雇
用
に
つ
な
が
る
事
業

の
実
施
）

問
　
個
人
情
報
の
守
秘
義
務

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
短
期
雇
用
で
も
、義
務

上
の
状
態
に
配
慮
し
、
選
定

し
た
。

問
　
丹
南
中
学
校
の
耐
震
工

事
に
つ
い
て
、
授
業
等
に
支

障
は
な
い
の
か
。

答
　
11
月
末
ま
で
に
北
庁
舎

の
耐
震
工
事
を
実
施
し
、
夏

休
み
に
教
室
の
壁
の
増
設
を

実
施
し
、
２
学
期
に
入
っ
て

か
ら
外
側
に
移
る
予
定
で
あ

り
、
授
業
に
は
影
響
な
い
と

考
え
て
い
る
。
南
校
舎
に
つ
い

て
は
、
職
員
室
の
み
の
耐
震

工
事
と
な
る
た
め
、
１
〜
２

か
月
間
は
プ
レ
ハ
ブ
対
応
と
な

る
。

問
　
公
民
館
城
東
分
館
の
耐

震
工
事
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
工
法
で
行
う
の
か
。

答
　
壁
の
増
設
に
よ
る
補
強

を
考
え
て
い
る
。

■ 

研
修
会
館
改
修
事
業（
移

譲
に
向
け
た
研
修
会
館
の

改
修
）

問
　
再
生
計
画
で
は
、
予
算

を
伴
わ
な
い
地
元
移
譲
の
方

針
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ

や
す
い
よ
う
配
慮
し
た
。

問
　
改
修
費
用
の
一
部
負
担

を
地
元
に
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
　
建
設
さ
れ
た
経
緯
か
ら

か
。

答
　
先
行
事
例
で
は
大
規
模

店
で
利
用
す
る
傾
向
も
あ

り
、
商
店
だ
け
で
な
く
事
業

所
等
で
も
使
用
で
き
る
な

ど
、
戦
略
を
し
っ
か
り
検
討

し
て
い
く
。

問
　
住
基
カ
ー
ド
所
有
者
は

５
冊
を
購
入
可
能
と
す
る
目

的
は
何
か
。

答
　
住
基
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
。
住
基
カ
ー
ド
普
及
率
は

特
別
交
付
税
の
算
定
対
象
と

な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

許
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
回

は
、
交
付
金
の
活
用
を
優
先

し
た
。

委
員
会
で
の
審
査
結
果

生
活
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

と
し
て
求
め
る
。守
秘
義
務
の

使
命
を
知
ら
せ
、宣
誓
書
の
提

出
を
求
め
る
等
の
認
知
の
確

実
性
を
高
め
る
必
要
も
あ
る
。

■ 

学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整

備
事
業（
学
校
教
育
用
Ｐ
Ｃ

２
０
５
台
の
更
新
）

問
　
学
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
更

新
の
基
準
は
。

答
　
更
新
時
期
を
過
ぎ
た
学

校
か
ら
対
応
す
る
。

市
内
他
校
と
比
較
か
ら
も
、

拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

■ 

女
性
の
健
康
支
援
・
が
ん

対
策
事
業（
節
目
が
ん
検

診
の
無
料
化
）

問
　
就
労
の
関
係
上
、
他
市

で
検
診
さ
れ
た
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
　
県
と
協
議
し
、
広
域
的

な
対
応
も
考
え
て
い
き
た

い
。（
後
日
、
県
の
説
明
会
に

お
い
て
、
県
内
施
設
で
検
診

に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。）

■ 

耐
震
補
強
事
業（
福
住
・

古
市
小
校
舎
、
八
上
・
福

住
・
大
芋
・
古
市
小
体
育

館
、
丹
南
中
南
校
舎
、
公

民
館
城
東
分
館
の
耐
震
工

事
）

問
　
小
学
校
に
お
け
る
耐
震

補
強
、
太
陽
光
発
電
設
置
工

事
に
つ
い
て
、
学
校
の
統
廃

合
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
学
校
適
正
配
置
と
の
整

合
を
図
る
必
要
は
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

の
た
め
耐
震
工
事
を
行
な

う
。
な
お
、
太
陽
光
発
電
の

設
置
校
は
、
耐
震
補
強
工
事

を
予
定
し
て
い
る
学
校
の
屋

負
担
を
求
め
ず
に
市
費
で
改

修
の
上
、
譲
渡
す
る
の
が
市

の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　
研
修
会
館
17
箇
所
の
う

ち
１
箇
所
が
含
ま
れ
て
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

答
　
他
の
16
箇
所
の
対
応
が

確
定
後
に
移
譲
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

■ 

さ
さ
や
ま
荘
浴
室
等
改
修

事
業（
劣
化
に
伴
う
浴
室

の
改
修
）

問
　
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
、

交
付
金
対
応
と
す
る
の
は
な

ぜ
か
。

答
　
今
後
の
経
年
劣
化
に
伴

う
修
繕
や
起
債
の
償
還
を
考

え
れ
ば
、
基
金
だ
け
で
は
心

予
算
案
に
対
し
て

　
初
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
、
西
紀
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
ろ

過
タ
ン
ク
の
更
新
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
上
程
に
あ
た
り
事
前
調

査
が
不
十
分
で
あ
り
、
更
新
の
必
要
性
が
疑
わ
し
い
と
の
理
由
か

ら
、
ろ
過
タ
ン
ク
更
新
予
算
２
，
９
１
５
万
円
を
減
額
し
、
総
額

12
億
５
，
７
８
１
万
４
，
０
０
０
円
に
し
た
修
正
案
が
、
４
人
の

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

原
案
賛
成
討
論
（
抜
粋
）

　
「
タ
ン
ク
の
危
険
性
を
認
識
し
て
お
り
、
更
新
の
緊
急
性
、
必

要
性
及
び
何
を
お
い
て
も
利
用
者
の
安
心
・
安
全
性
の
確
保
の
た

め
に
手
だ
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。」「
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

執
行
部
は
工
法
、
調
査
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
約
し
て
い

る
」「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
利
用
促
進
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
り
、
市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
も
必
要
」「
今
回
の
補
正
予

算
は
、
一
般
財
源
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
懸
案
の
行
政
課
題
の
解

決
と
将
来
的
に一
般
財
源
を
投
入
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ

ス
ク
回
避
を
図
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
妥
当
。」

修
正
案
賛
成
討
論
（
抜
粋
）

　
「
再
生
計
画
で
の
経
費
の
か
か
ら
な
い
方
法
と
の
市
長
の
方
針

と
の
整
合
性
含
め
、
高
額
な
修
繕
費
を
投
じ
る
の
は
も
う
少
し

慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。」「
専
門
業
者
に
よ
る
き
ち
ん
と
し
た

検
査
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

第
３
者
の
精
査
も
必
要
。」「
き
ち

ん
と
精
査
を
行
っ
た
上
で
、
９
月

の
補
正
に
必
要
な
金
額
を
計
上

い
た
だ
き
た
い
。」「
本
当
に
危
険

で
あ
る
の
な
ら
ば
、
当
初
予
算

に
計
上
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。」

　
討
論
後
、
採
決
し
賛
成
多
数

で
、
議
案
第
78
号
（
第
２
号
）

は
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

救
急
用
へ
リ
ポ
ー
ト
整
備

事
業（
消
防
本
部
訓
練
場

舗
装
整
備
）

問
　
周
辺
住
宅
か
ら
風
圧
に

よ
る
苦
情
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答
　
離
着
陸
時
に
は
広
報
車

を
走
ら
せ
た
り
し
て
、
協
力

を
依
頼
し
て
い
る
。

■ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業（
商
品
券
の
プ
レ

ミ
ア
ム
分
補
助
）

問
　
景
気
対
策
と
し
て
効
果

が
見
え
に
く
い
の
で
は
な
い

■ 

住
吉
台
高
架
水
槽
撤
去
整

備
事
業（
受
水
路
変
更
に

よ
る
不
用
施
設
の
撤
去
）

問
　
撤
去
で
は
な
く
売
却
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
配
水
池（
タ
ン
ク
）に
つ

い
て
は
、
容
量
は
大
き
い
が

内
部
に
補
強
材
が
あ
る
た

め
、
有
効
活
用
は
難
し
い
。

委
員
会
で
の
審
査
結
果

政
策
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、「
西
紀
運
動
公
園
プ
ー
ル

ろ
過
タ
ン
ク
の
更
新
に
つ
い

て
、
見
積
も
り
及
び
調
査
内

容
に
疑
問
を
感
じ
る
。」等
の

と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た

が
、賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

生
活
経
済
常
任
委
員
会
で

は
、「
全
体
的
に
、
事
業
内
容

が
し
っ
か
り
議
論
さ
れ
て
い
な

い
。」と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た

が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

高
架
水
槽
に
つ
い
て
も
、
錆

等
の
老
朽
化
も
見
ら
れ
、
強

度
に
責
任
が
持
て
な
い
こ
と

か
ら
、
安
心
・
安
全
の
観
点

か
ら
売
却
や
賃
借
は
考
え
て

い
な
い
。

委
員
会
で
の
審
査
結
果

生
活
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

一般会計
補正予算
（第２号）

議案第78号

観光施設事業
特別会計補正
予算　（第１号）

議案第79号

水道事業会計
補正予算
（第１号）

議案第80号

■ 

西
紀
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

拡
張
事
業（
現
運
動
場
を

１
・
７
倍
に
拡
張
）

問
　
現
在
の
基
準
で
は
必
要

面
積
を
満
た
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
整
備
を
行
な
う

必
要
は
あ
る
の
か
。

答
　
以
前
の
基
準
に
基
づ

き
、用
地
を
確
保
し
て
き
た
。

ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
や

予算案審査 各事業に活発な質疑
議案については、各委員会に付託し、審査を行いました。委員会での主な
審査内容は次のとおりです。
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ま
ち
な
み

市出資法人の審査機関を設置
■議案第76号　篠山市出資法人経営審査委員会設置条例
　本条例は、市が関与する出資法人について、必要に応じ経営状況を審査し、経
営の健全化や今後の経営形態のあり方などを検討する篠山市出資法人経営審査会
を設置するために制定するものです。経営審査会は、市長の諮問機関として、市長
の要請に応じて開催されるもので、平成21年度は、「株式会社夢こんだ」について審
査が行われます。
　政策総務常任委員会では、「審査会の構成メンバーに経営を審査できるだけの優
れた経営者も加えるべきではないか」「次年度以降の具体的な計画は」「監査委員で
は審査できないのか」といった質疑があり、「経営の中身だけではなく、設置目的も含め

て考え、住民福祉の向上にいかに努めるかを考える」、また、「市長の諮問機関であり、次年度以降の具体的計画は
ないが、適宜審査をする」との回答を受け、賛成全員で可決しました。
　本会議においても、賛成全員で可決しました。

9月1日から駐車料金を変更します！
■議案第77号　篠山市営駐車場条例の一部を改正する条例
　現在、市営駐車場では、一時駐車場における車庫的利用の横行、庁舎
前駐車場における平日の観光利用等による来庁者の使用の弊害が発生し
ており、この問題を解決し、市民や観光客がより快適に利用できるため条例
の一部を改正するものです。主な改正点は以下のとおりです。
　○駐車料金（一時駐車）

　○料金徴収方法の変わる箇所
　　 大手前南、大手前北、交響ホール西、歴史美術館前、裁判所北、市役所庁舎前、河原町、立町、西町
駐車場　※三の丸西駐車場は、従来どおり1日1回200円

　政策総務常任委員会では、「本年の3月議会において本条例を改正したばかりで、またの改正は早急で、計画性
に欠けるのではないか」「料金設定の根拠は」などの質疑があり、「使いやすい駐車場を目指し、スピード感を持って対応
したい」、「400円であれば、20日間で8,000円程度必要であり、長時間駐車を一定排除できる水準ではないかと考
える」との回答を受け、賛成全員で可決しました。併せて、市民への周知や観光客にも分かりやすい駐車場案内等
の対策をしっかり講じるように要望しました。本会議においても、賛成全員で可決しました。

改正前（現行） 改正後

1日1回
※45分までは無料 200円

1時間未満   0円
1時間以上2時間未満 200円
2時間以上、1日まで 400円
以後1日につき 400円

※ 来庁者は、カード読み取り機において、最大
400円の割引を受けることができる。

※ 定期駐車については、従来どおり1ヶ月、
3,000円

原原原原原原案案案案
可可決決

原原原原原原原案案案案案
可可決決決決

この広報紙は再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用しています
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世
界
的
な
経
済
危
機
に
対
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す
る
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く

政
府
は
、
こ
の
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ま
で
に
大
規
模
な
財
政
出

動
を
数
度
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で「
地
方
公
共
団
体
へ
の
配
慮
」と
し

て
臨
時
交
付
金
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
議
会
は
そ
の
交
付
金
を
主

な
財
源
と
し
た
補
正
予
算
案
を
主
要
議
題

と
し
ま
し
た
。
審
議
に
お
い
て
は
篠
山
市
議

会
初
の
予
算
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
活

発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
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広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆

様
に
関
係
す
る
事
業
が
多
い
大
型
補
正
予

算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
様
子
を
で
き

る
だ
け
素
早
く
お
伝
え
す
る
た
め
前
例
の
な

い
臨
時
号
41
号
を
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

国
の
か
た
ち
を
選
ぶ
熱
い
国
政
選
挙
の
真

最
中
で
す
。
期
待
も
大
き
い
で
す
が
、
一
地

方
議
員
と
し
て
は「
祭
り
の
後
片
付
け
」が
気

に
な
り
ま
す
。
財
政
的
に
厳
し
い
の
は
国
も

地
方
も
同
じ
で
す
。
そ
の
関
係
を
早
期
に
見

直
し
、
地
域
の
活
力
で
国
の
再
興
を
図
る
決

断
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
渡
辺
）




